




















昭 和 U 年 3 月
昭 和 4 6 午  3  打
昭 千 叫 7 年 3  刀
宋
隆 雄 教 授 略 歴
職
昭 和 2 2 午  3  門 2 2 Π 牛
福 宮 , 県
敦 授
文 学 研 究 科 那 史 学 山 攻 Π 本 史 学 講 座
歴
昭 羽 M 7 年 4 月
Ⅲ 仟 I M 7 1 F  5  打
1 ¥ 仟 Π 5 4 4 f  4  村
昭 和 5 6 午 7  打
昭 和 5 7 ' 1 二 4  j l
昭 羽 巧 8 イ T  4 月
平 成  7 4 に  4  j ]
平 成 9 年 4 村
平 成 1 2 午 4  刃
平 成 N 年 1 2 打
乎 ・ 成 1 6 イ 1 、  4  J I
、 γ 成 1 7 午 1 0 打
乎 成 1 8 1 に Ⅱ 刀
東 北 人 学 文 学 部 岡 史 ツ 科 卒 業
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 修 士 課 秤 国 史 学 円 攻 修 了
東 北 大 学 大 ツ 院 文 学 仙 究 科 博 士 課 程 1 " 史 学 ・ 山 : 攻 ヰ ・ , 退
奈 良 国 立 文 化 則 馴 究 所 研 究 補 佐 H  ( 乎 城 宮 跡 発 掘 司 ι 1 査 部 史 料 訓 査 室 ) 採 用
同 上 文 部 技 官 研 究 職 い 町 史 宮 跡 発 掘 闘 介 部 史 料 岡 査 * ) に 配 耀 換
同 上 飛 鳥 喋 線 宮 発 掘 調 介 部 考 古 第  1 訓 査 室 に 配 羅 換
同 上 キ 任 研 究 官 に 判 イ f
祠 上 平 城 宮 跡 窕 捌 J 1 査 部 史 料 訓 査 室 に 配 置 換
束 北 大 学 文 学 部 功 教 授 に 転 任
央 北 大 学 文 学 部 教 授 打 任
東 北 人 学 百 年 史 編 さ ん 室 長 仟 命 ( ・ 平 成 2 2 年 3 打 ま で )
東 北 大 学 人 学 院 文 学 研 究 科 に 配 赴 換
東 北 大 学 附 属 図 , 1 1 館 副 館 長 任 命 訶 り 女 1 フ ィ 1 ・ 9 j 」 ま で )
国 立 大 学 法 人 柬 北 大 学 大 ツ 院 文 学 研 究 科 教 授
仁 1 立 大 学 法 人 東 北 大 学 総 長 4 打 千 袖 佐 に 併 仟 ( 平 成 1 8 介 9 例 ま で )
東 北 大 学 学 1 1 、 i 資 源 研 究 公 開 セ ン タ ー 史 料 館 長 に 併 仟 い 内 戎 2 0 郁 ・ 3 月 ま て )
同 立 大 学 東 北 人 学 総 長 特 別 補 仏 に 併 仟 ( 平 成 2 2 イ 1 Ξ 3 上 ほ て )
国 立 大 学 法 人 東 北 人 学 定 午 退 職












































' 宮 城 1 , ! . 栗 原 「 1 i 史 跡 伊 治 城 助 . 誤 市 ! f 整 備 指 導 委 員 会 委 員 平 成 1 8 午 ~ 現 在
秋 田 市 史 跡 秋 H 1 城 跡 環 境 藥 備 指 導 委 貝 会 委 負 昭 和 6 2 年 ~ 現 在
秋 Ⅱ W ι 仙 北 町 払 則 " W 亦 保 存 管 凱 討 画 策 定 指 導 委 貝 会 委 員 平 成 1 2 年 ~ 1 可 1 4 守
秋 Π W ι 大 仙 市 払 田 柵 跡 環 境 整 俳 片 畔 誠 会 委 n  平 成 1 4 年 ~ 現 在
福 月 少 ι い わ き 市 根 1 卓 遺 跡 範 Ⅲ " 佑 認 発 掘 開 査 指 導 委 R 会 委 貝 乎 成 3 仟 ~ 同 1 2 ヰ
福 1 ご 、 県 い わ き 市 史 跡 根 障 官 衙 遺 跡 群 保 存 管 理 計 画 策 定 委 a 会 委 員 長 平 成 1 9 年 ~ 2 0 年
福 島 県 い わ き 市 旦 井 1 充 古 跡 範 朋 硴 認 J ι 1 査 発 掘 岡 杏 指 導 委 員 会 委 員 昭 和 6 1 年 ~ 阿 6 4 年 ,
1 0 年 ~ 同 1 6 イ f
福 島 1 ι 泉 崎 村 「 對 和 久 遺 跡 保 存 管 即 計 画 策 定 枩 n 会 委 H  平 成 U 年 ~ 同 1 3 年
締 島 県 南 相 馬 市 泉 廃 寺 跡 開 査 ・ 蛙 俳 検 討 委 員 会 委 a  平 成 1 7 年 ~ 現 在


































2Ⅱ 調 査 報 告 書 ( 発 掘 調 査 報 告 書 , 科 学 研 究 安 郁 告 当 な ど )
1  共 編 著
1 . 『 平 城 宮 木 箭 二 』 共 綿 茗 , 1 9 7 5 年 1 月 , 奈 良 国 ウ 1 文 化 財 研 究 所
2 . 『 平 城 京 復 原 模 型 記 録 』 編 著 , 奈 良 市 , 1 9 7 8 年 3 月
3 . 『 平 城 宮 木 餉 三 』 共 編 茗 , 1 9 8 1 年 3 月 , 奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所
分 担 執 筆  N ゆ 女 宮 の 小 了 門 に つ い て 」
4 . 『 但 ' 瑪 国 分 寺 木 簡 』 共 編 著 , 1 9 8 1 午 3  打 , 兵 応 県 Π 局 町 教 育 枩 員 会
分 担 執 第 「 第 2 章 , 第 3 章 , 釈 文 ・ 補 注 」
5 . 『 長 岡 京 木 簡 ・ ー 』 共 編 著 , 1 9 8 4 年 Ⅱ 月 , 京 朝 折 寸 向 日 市 教 育 委 員 会
分 担 執 筆 「 総 説 第  1 ・  2 章 , 第 3 章 , 釈 文 ・ 補 注 」
2 分 担 執 筆
1 . 『 奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所 年 報  1 9 7 3 』 1 9 7 3 年 3 月 , 奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所
分 担 甑 筆  n 9 7 2 年 度 発 見 の 平 城 宮 木 簡 」
2 . 『 平 城 京 朱 雀 大 路 発 掘 調 査 報 告 』 1 9 7 4 年 3 打 , 奈 良 1 司 立 文 化 財 研 究 所
分 担 快 筆 「 文 献 か ら 見 た 朱 雀 大 路 」
3 . 『 西 隆 寺 発 掘 朋 査 帳 告 冉 』 1 9 7 6 年 3 月 , 奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所
分 担 執 筆 「 木 簡 か ら み た 西 隆 寺 造 営 」
4 . 『 奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所 年 縦  1 9 7 8 』  1 9 7 8 年 3 月 , 奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所
分 担 執 筆 「 平 城 宮 お よ び 京 出 十 の 木 簡 」
5 . 「 1 9 7 7 年 以 前 出 士 の 木 簡 奈 良 ・ 平 城 宮 跡 ( 第 1 3 次 ) 」 『 木 簡 研 究 』 第 2  号 ,
1 9 8 0 年 H 月
6 . 『 奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所 年 蛾  1 9 8 1 』 1 9 8 1 年 1 2 " , 奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所
分 担 執 筆 「 藤 原 宮 出 士 の 木 何 」
フ . " 代 鳥 ・ 藤 原 宮 発 掘 朋 杏 概 報 1 2 』 1 9 8 2 年 4 打 , 奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所
分 担 執 筆 「 藤 原 京 右 京 五 条 四 坊 の 調 査 ( 3 1 2 次 ) 」
8 . 『 平 城 京 朱 雀 大 路 発 掘 調 査 机 告 古 』  1 9 8 2 年 3 月 , 奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所
分 担 執 筆 「 付 編 1  平 城 京 朱 雀 大 路 関 係 史 料 」
9 . 「 1 9 8 γ 中 出 士 の 木 簡 奈 良 ・ 平 城 宮 跡 」 清 田 善 樹 と , じ 茗 , 『 木 筒 研 究 』 第 4  号 ,
1 9 8 2 年 1 1 月
1 0 . 『 平 城 宮 発 掘 調 査 部 発 掘 調 査 概 報 昭 和 5 7 年 度 』 1 9 8 3 年 3 月 , 奈 良 国 立 文 化 財 旧 1
究 所











































「 所 謂 『 平 城 京 市 指 図 』 に つ い て 」
『 史 林 』  5 9 編  2 ・ 号 , 1 9 7 6 年 3 月
「 貢 進 物 付 札 の 諸 問 題 」
奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所 『 研 究 論 集 Ⅳ 』 ,  1 9 7 8 年 3 月
「 長 岡 京 木 簡 と 太 政 官 厨 家 」
『 木 簡 研 究 』 創 刊 号 , 1 9 7 9 年 Ⅱ 月
「 訂 本 木 簡 研 究 の 現 状 と 課 題 」
『 歴 史 学 研 究 』  4 8 3 号 , 1 9 8 0 年 8  打
「 平 城 宮 大 極 殿 朝 堂 秀 」
『 関 晃 先 生 還 暦 記 念 日 本 占 代 史 研 究 』 1 9 8 0 年 1 0 月 , 吉 川 弘 文 館
「 平 城 宮 木 簡 の 郡 領 補 任 請 駛 解 」
『 1 司 史 談 話 会 雑 誌 』  2 3 ・ 号 , 1 9 8 2 年 2  河
「 藤 原 宮 と 出 士 木 簡 」
『 国 文 学 』  2 7 編  5 ・ 号 , 1 9 8 2 年 3 月
「 木 簡 と 造 跡 」
『 摩 史 研 究 』  2 6 1 号 , 1 9 8 2 年 Ⅱ 月 , 新 人 物 往 来 社
「 八 世 紀 造 宮 官 司 考 」
奈 良 1 司 立 文 化 財 研 究 所 創 立 3 0 周 午 記 念 論 文 集 刊 行 会 編 『 文 化 財 論 叢 』 , 1 9 8 3 卸
3 打 , 同 朋 舎 出 版
「 平 城 宮 出 十 の 西 海 道 木 簡 」
鬼 頭 清 明 と 共 著 , 『 大 宰 府 古 文 化 論 叢 』  L 巻 , 1 9 8 3 年 1 2 月 , 吉 川 弘 文 館
「 律 令 制 都 城 の 成 立 と 展 開 」
『 講 座 Π 本 歴 史 2  古 代 2 』 1 9 8 4 年 Ⅱ 阿 , 東 京 大 学 出 版 会
「 『 飛 鳥 淨 御 原 宮 ' 』 の 宮 号 に つ い て 」
『 日 本 歴 史 』 " 4 号 , 1 9 部 年 5  打
「 木 簡 と 歴 史 老 古 学 」
『 1 ヨ 木 歴 史 考 古 学 を 学 ぶ ( 下 ) 』  1 9 8 6 年 3 月 , 有 斐 閣
「 長 岡 宮 宮 城 門 号 芳 」
中 山 修 一 先 生 古 称 j 記 念 事 業 会 編 『 長 岡 京 古 文 化 論 叢 』 1 9 8 6 年 6 月 , 同 朋 舎 出 版
「 蝦 夷 の 朝 貢 と 饗 給 」
高 儒 富 雄 編 『 東 北 古 代 史 の 研 究 』 1 9 8 6 年 1 0 月 , 吉 川 弘 文 館
「 文 字 資 料 研 究 の 現 状 木 簡 」
































































「 古 代 東 北 辺 境 の 支 配 構 造 」
畔 火 火 史 学 』  4 7 号 , 2 0 0 1 4 f  3 月
「 郡 山 遺 跡 か ら 多 賀 城 へ ・ 多 賀 城 の 創 建 一 」
『 文 化 1 犲 信 濃 』  2 8 巻  1 月 ' , 2 0 0 1 年 6 月
「 多 賀 城 の 創 建 ・ 郡 山 遺 跡 か ら 多 賀 城 ヘ ー 」
『 条 里 制 ・ 古 代 都 市 研 究 』  1 7 号 , 2 0 0 2 年 3 月
「 天 平 九 年 の 奥 羽 迎 絡 三 制 捌 通 計 画 に つ い て 」
『 匡 1 史 談 話 会 緋 誌 』  4 3 屶 ' , 2 0 0 2 年 9 月
「 飛 鳥 浄 祖 リ 東 宮 の 宮 号 に つ い て 」
『 東 ア ジ ブ の 古 代 文 化 』 第 Ⅱ 8 号 , 2 0 叫 午 2 打
「 " 本 古 代 の 都 城 と 時 刻 制 」
百 済 研 究 叢 書 第 1 3 輯 『 占 代 都 市 と 王 権 』 師 阜 国 語 ) , 2 0 備 年 7 打 , 韓 国 忠 南 大 学
校 百 済 研 究 所
「 占 代 史 の 郷 台 東 北 」
藤 沢 敦 と 共 茗 , 『 列 島 の 古 代 史  1  古 代 史 の 群 台 』 , 2 0 0 6 年 7 月 , 岩 波 腎 店
「 天 智 天 皇 一 東 ブ ジ ア の 激 動 の 中 で ・ 」





口 頭 発 表
1 . 研 究 鞁 告 「 平 城 宮 の 「 朝 堂 」 に つ い て 」
第 4 回 古 代 史 サ マ ー セ ミ ナ ー , 1 9 7 6 年 8 月 , 神 戸 市
『 第 4  回 サ マ ー セ ミ ナ ー の 記 録 』  1 9 7 7 年
2 . 研 究 報 告 「 頁 進 物 荷 札 に つ い て 」
奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所 第 2 回 木 簡 研 究 集 会 , 1 9 7 7 年 1 月
『 第 2 回 木 簡 研 究 集 会 記 録 』 1 9 7 7 年 , 奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所
3 . 研 究 報 告 「 長 岡 京 跡 出 士 の 木 簡 」 山 中 章 と 共 同 報 告 。
第 2  回 木 簡 学 会 大 会 , 1 9 8 0 年 1 2 月 , 奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所
4 . 研 究 報 告 「 1 9 8 2 年 出 十 の 平 城 宮 木 簡 」
第 4 回 木 簡 学 会 大 会 , 1 9 8 2 年 1 2 刃 , 奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所
5 . シ ン ポ ジ ウ ム 報 告 「 古 代 東 北 の 南 と 北 」
Π 本 考 古 学 協 会 1 9 9 1 年 度 大 会 , 1 9 9 1 年 Ⅱ 月 , 仙 台 市
『 日 本 考 古 学 1 窃 会 宮 城 . 仙 台 大 会 シ ン ポ ジ ウ ム 資 料 集 北 か ら の 視 点 』 ( 1 9 9 1 年 )













































紹 介 門 脇 禎 二 著 吟 1 ξ 鳥 古 京 一 古 代 び と の 鐸 台 一 』
『 日 本 歴 史 』  5 7 0 号 , 1 9 9 5 年 1 1 月
関 晃 著 『 関 晃 著 作 集 』 全 5 巻1 召 介 、
『 国 史 談 話 会 雑 誌 』 3 8 号 , 1 9 9 7 年 1 2 月
書 評 山 中 章 著 『 日 本 古 代 都 城 の 研 究 』
『 日 本 史 研 究 』  4 2 9 号 , 1 9 9 8 年 5  打
紹 介 能 代 市 史 編 さ ん 委 員 会 編 『 能 代 市 史 資 料 編
資 料 編 古 代 中 世 2 』 , 『 歴 史 』  9 2 ・ 号 , 1 9 9 9 年 4  河
紹 介 鬼 頭 清 明 茗 『 古 代 木 簡 と 都 城 の 研 究 』
『 日 本 歴 史 』  6 4 5 号 , 2 0 0 2 年 2 月
「 2 0 叫 年 の 歴 史 学 会 一 回 顧 と 展 望 一 」 日 本 古 代
『 史 学 雜 誌 』  H 4 編  5 ' 号 , 2 0 備 午 5 月
紹 介 「 『 南 奥 の 古 代 通 史 』 を 読 ん で 」 ( 鈴 木 啓 薯 )
『 福 島 民 縦 』  2 0 0 9 年 4 月 2 7 日 朝 刊
1 0







解 説 . 辞 典 な ど
1 . 『 仁 和 寺 名 宝 図 録 』 , 分 担 執 筆 , 1 9 7 3 年 , 仁 和 寺
2 . 『 〒 " の 日 本 史 』 第 1 巻 , 分 担 執 筆 , 1 9 7 5 年 , 平 凡 社
3 . 『 唐 招 提 寺 古 経 選 』 , 分 担 執 筆 , 1 9 乃 年 9 上 1 , 中 央 公 論 美 術 出 版
4 . 『 国 史 大 辞 典 』 全 1 7 巻 , 備 項 目 執 筆 , 1 9 7 9 年 3 月 ~ 1 9 9 7 4 ! Ξ 4 月 , 吉 川 弘 文 館
5 . 『 大 百 科 事 典 』 全 1 6 巻 , 1 8 項 目 執 筆 , 1 9 8 4 年 H 月 ~ 1 9 8 5 年 6 月 , 平 凡 社
6 . 『 日 本 史 大 事 典 』 全 7 巻 , 項 目 執 筆 , 1 9 兜 年 3 月 ~ 1 9 9 4 年 5 月 , 平 凡 社
フ . 『 朝 日 日 本 歴 史 人 物 卓 典 』 ( 小 泉 欽 言 H 易 ) , 項 目 執 筆 , 1 9 9 4 年 H 月 , 朝 日 新 聞 社
8 . 『 有 職 故 実 大 辞 典 』 , 項 目 執 筆 , 1 9 9 6 年 1 河 , 吉 川 弘 文 館
9 . 『 地 方 史 辞 川 U  ( 地 方 史 研 究 協 議 会 編 ) , 項 目 執 筆 , 1 9 9 7 午 , 弘 文 堂
1 0 . 『 岩 波 日 本 史 辞 典 』 , 項 目 執 筆 , 1 9 9 9 年 1 0 月 , 岩 波 書 店
Ⅱ . 『 国 宝 「 史 記 」 か ら 激 石 原 稿 ま で ー ・ 東 北 大 学 附 ' 属 図 1 1 館 の 名 品 一 』 , 「 国 宝
類 聚 国 史 巻 第 二 十 五 」 , 2 0 船 年 1 0 月
1 2 . 『 日 本 史 文 献 斗 刊 U  ( 黒 田 日 出 男 ほ 力 珊 励 , 項 目 執 筆 , 2 0 0 3 年 1 2 月 , 弘 文 堂



































「 弓 月 ガ 嶽 と 斎 槻 」
『 大 美 和 』  8 1 ・ 号 , 1 9 9 1 4 1 ミ フ J ] , 火 神 神 社
「 古 代 東 北 の 城 柵 」
放 送 に よ る 東 北 大 学 開 放 誥 座 や ・ 1 ・ ・ 世 み ち の く の 城 館 』  1 9 9 1 午 9  村
『 但 馬 国 分 寺 の 木 簡 は 語 る 』 ( 日 高 町 文 化 財 講 演 会 記 録 第 2 集 )
1 9 9 4 年 3 月 , 兵 庫 県 城 崎 郡 日 高 岡 教 育 委 員 会
「 無 縫 介 の 頭 蓋 骨 」
奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所 『 奈 文 研 サ ヅ カ ー 部 の 歩 み 』 , 1 9 9 4 年 5 村
「 郡 山 遺 跡 へ ・ 郡 山 遺 跡 か ら 」
『 市 史 せ ん だ い 』  V 0 1 . 4 , 1 9 9 4 年 6 月
「 古 代 に お け る 蝦 夷 」
『 1 n t e 1 1 i g e n t  c o s m o s 』  V 0 1 . 1 3 , 1 9 鮖 年 3 月
Π 司 宝 『 類 聚 国 央 』 巻 _ 三 十 五 ( 鯏 属 図 書 館 所 蔵 ) 」
東 北 大 学 広 報 委 員 会 『 広 帆 』  N O . Ⅱ 6 , 1 9 9 5 年 5  河
「 関 晃 氏 の 計 帳 」
『 U 本 歴 史 』 " 9 号 学 界 消 恕 , 1 9 9 6 年 8 月
「 中 山 先 生 と 木 簡 」
『 中 山 修 一 先 生 追 悼 文 集 』 , 1 9 9 7 年 9 打
「 百 年 史 編 纂 市 業 に ご 支 援 を 」
『 東 北 大 学 百 年 史 編 纂 室 ニ ュ ー ス 』 創 刊 号 , 1 9 9 7 仟 1 2 刀
「 松 並 木 の 風 趣 」
東 北 大 学 ま な び の 杜 編 集 委 員 会 『 ま な び の 枇 』  N O . 1 , 1 9 9 8 年 ] 打
「 郡 山 遺 跡 と 太 白 山 」
『 イ Ⅲ 台 市 政 だ よ り 』  1 5 3 2 号 , 1 9 四 年 6 月
「 近 年 の 大 学 改 革 と 研 究 室 」
『 国 史 談 話 会 剥 歸 切  4 1 号 , 2 0 0 0 年 1 2 打
「 三 輪 山 と 太 白 山 」
『 人 美 千 叫  1 0 0 号 記 念 特 集 号 , 2 0 0 1 年 1 月 , 大 神 神 社
「 飛 鳥 の n 占 計 台 と 1 蒔 刻 制 の 成 立 」
『 季 刊 明 日 香 風 』 第 8 8 号 , 2 0 船 年 1 0 河
「 『 東 北 大 学 百 年 史 』 の 題 字 に つ い て 」
『 東 北 火 学 百 年 史 編 纂 室 ニ ュ ー ス 』 第 1 0 号 , 2 0 備 年 3 村
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32 「巻頭言・木簡よみの歴史一」
『木簡研究』 28号,2006年Ⅱ月
「はじめてお会いした頃」
『蝶から古代史へ・・・鎌Ⅱ1元一追想架・・・』,2008年2月
「笥野行空間の成立とゴミ問題の発生一松井氏へのコメント」
『東北文化研究紀要』四集,2008年3月,東北大学大学院文学仙究科東北文化
研究室
「『東北大学百年史』の編纂事業を顧みて」
『創立百周年志の力財団法人東北大学研究教育振興財団の歩み』,2010年2
月,財団法人東北大学研究教育振興財団
「完結の辞」
『東北大学百年史編纂室ニュース』第15号,2010年3月
「編集後記」
『東北大学百年史3 通史3』,20]0年3月,東北大学
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